
脇汗、手汗などの汗は多くの方が気にしている事が推測される。しかしながら、重症度が上がると患者本人には大きな
悩みに繋がり、QOLも著しく障害される疾患である。本邦では原発性腋窩多汗症の保険適用を持つ外用として、2020年
からソフピロニウム臭化物ゲル（エクロックゲル5％）が2022年5月からはグリコピロニウムトシル酸塩水和物ワイプ
（ラピフォートワイプ2.5％）が使用出来る事になり、効果が期待出来る様になっている。この様な背景の中、どの様に治
療を組み立てるかが重要なテーマになる為「脇汗」に悩む方の現状やニーズを知る事は重要となる。そこでアプリケー
タータイプのゲル製剤とワイプ製剤の選好性を当院（栃木県）と、発汗量は生まれてから2歳半までの環境により影響が
有る事が報告されている為、宮城県、東京都、福岡県、長崎県の皮膚科クリニックなどの異なる環境での検討も行った。
一方ではこれらの薬剤が使用出来る様になり、どの様な特徴のある薬剤かを知る事も重要になる。この為、現在導入時
に必要な評価法であるHDSSのみではなく、2つの評価法を加え検討した。つまり、生活の質の改善度合いを検討する為
の「困りごとチェック項目」と、どのくらいの速さで改善するかを評価する「Braking score」を用いてワイプ製剤におけ
る改善度を評価したところ、治療をどの様に構築するかを考えるのに有用であることが示された。また治療の継続率を
検討したところワイプ製剤では高いことが示された。多汗症の治療は患者自身に必要性がなければ必ずしも治療の必要
性はないが、精神的な発汗も関与する疾患でも有る。継続して治療することは、患者自身が自信を持てることに繋がり、
継続した治療の重要性も感じる。近年ではこれらの治療の有用性が示されているにも関わらず、保険診療が出来る事の
認知度は低い。そこで、我々からどの様に積極的に治療へ案内するかも考えてみたい。

酒さは、顔面の紅斑毛細血管拡張を背景に丘疹・膿疱、重症例でみられる鼻瘤を特徴とする慢性炎症性疾患である。
中年以降の女性に好発し顔面に症状が発現するため、働き盛りの40～50代の日常生活に支障をきたすことが懸念され
る。酒さの原因は明らかにされていないが、複数の増悪因子の関与が指摘されており、紫外線や高気温・低気温などの
外部環境、精神的ストレスや食べ物などによる体の内部環境、その他、さまざまな要因が重なって発症すると考えられて
いる。「顔が赤い」「丘疹・膿疱を生じる」疾患は酒さ以外にも多数あり、酒さは視診だけでは診断が難しいと言われて
いる。しかし、診断が付かなければ、適切な治療も開始できない。酒さとの鑑別を要する疾患には日常診療でよく遭遇す
る尋常性ざ瘡やアトピー性皮膚炎などがあるが、これらの疾患向けの治療を行うと、酒さの症状が悪化し、難治化や慢
性化する場合がある。酒さを適切に診断するためのポイントとして、酒さに特徴的な毛細血管拡張の確認や増悪因子の
問診方法について、具体例を用いて提示する。また、医学的治療・増悪因子の排除と並び酒さの治療に欠かせないスキ
ンケアについても紹介し、先生方の明日からの診療に役立てていただきたい。
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